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戦争する国づくりストップ！憲法を守り・いかす共同センター 
文京区湯島 2-4-4 全労連会館 03-5842-5611 (FAX 5842-5620) 

http://www.kyodo-center.jp    mail: move@zenroren.gr.jp 

所信表明演説 集団的自衛権言及せず 
 安倍晋三首相は 29 日午後、衆参両院の本会議で所信表明演説を行いました。原発については「再稼働を進

める」と明言しました。普天間基地の辺野古移設も「日米合意に従い全力で取り組む」と推進する考えを示し、

既成事実化する狙いです。集団的自衛権の行使を容認した閣議決定を受けた安全保障法制の整備については、

具体的な説明はしませんでした。年内に判断する消費税率の 8％から 10％への引き上げに関する言及もありま

せんでした。集団的自衛権行使の閣議決定について安倍首相は、「ていねいに説明し、理解を得る努力を続け

る」と約束しましたが、閣議決定後初の所信表明演説で「法制の整備に向け準備を進めている」というだけで、

中身については一言も説明しないとは国会軽視もはなはだしいものです。 

 

 国会包囲共同行動 2000人「9条壊すな！」声響く 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参院議員会館前 

主催者あいさつで全労連・小田川義和議長は、「閉会中に集団的自衛権行使容認の閣議決定を強行したこと

を棚上げし、臨時国会で論戦を避ける姿勢は民主主義を蹂躙しており、卑怯だ！」と述べ、「国民の立場で論

戦強める野党と協力・共同し内外で『暴走政治ストップ！』『安倍政権打倒！』の流れを大きくしよう」と訴

えました。課題別リレートークでは、福井民医連・錦織龍彦さんが発言、「3 人の仲間と参加した。毎週金曜

日の抗議行動は 115 回を迎えた。原発がゼロになるまで共同行動を続けよう！」と訴えました。日本共産党・

紙智子議員、吉良よし子議員が駆けつけました。「国民の批判に背を向けた暴走政治は許さない！」（紙議員）

「若者の未来を壊す政治は 1 日も早く打倒する！」（吉良議員）と参加者を激励しました。 

 

臨時国会が開会した 29 日午前、「安倍政権の

暴走を止めよう！ 国会包囲共同行動」（同実行

員会主催）が取り組まれました。参加者 2000

人の手には、「戦争する国づくり」をはじめ、安

倍政権の悪政への怒りをこめたプラカード。全

員が手をつないで人間の鎖となり、「9 条壊す

な！」「戦争する国絶対反対！」のコールで国会

議事堂を取り囲みました。 憲法共同センター

のゾーン（参院議員会館前・国会図書館前）に

は総勢 600 人が集結しました。 

 

 

 

   

http://www.kyodo-center.jp/
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               日時：１０月９日(木)18：45～ 

        場所：日比谷公園中幸門集合 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
安倍内閣は、国会内での多数をたのみに「閣議決定」

という一方的なやり方で、憲法の解釈変更を強行しま

した。国民のいのちと暮らしを破壊する暴走を続けて

いる安倍政権にレッドカードを突きつけましょう！ 

戦争する国づくりストップ！憲法を守り・いかそう！ 

 

 

     
      憲法をまもり、いかす赤龍  長崎高教組 

 

 

長崎高教組では、「いっせい行動ゾーン」のとりくみとして、「憲

法を守り、いかす赤龍」の作成をすすめています。安倍政権への「怒

りのうろこ」をまとった「怒りの龍」を披露し注目を集めました。

今回は、「I LOVE 憲法」の思いをつづった「憲法を守り、いかす

赤龍」を作成します。各分会に｢ラブ憲うろこ｣に好きな条文とメッ

セージを記入してもらい、県本部で完成させます。現在、｢うろこ｣

の集約中で、9 月末までに完成予定です。 

（’14 憲法を守り、いかす全国教職員いっせい行動ゾーンニュース 9

月 19 日号より） 

 

院内集会 衆議院第一議員会館で開かれた集会には 120 人が参加しま

した。ミニ学習では自由法曹団の事務局次長の横山雅弁護士は解釈改憲

を批判し、「粘り強い運動でまだまだ巻き返せる」と参加者を激励しま

した。笠井智仁国民大運動事務局長が、臨時国会中の国会行動、11・29

国民大運動を成功させようなどの行動提起を行いました。日本共産党か

ら 7 人の参院議員が駆けつけ、井上哲士議員があいさつしました。 

  

国会図書館前 

 主催あいさつした全国保団連の住江憲勇会長は「雇用破壊や社会保障の解体、消費税増税、集団的自衛権

行使容認のための法整備などを直ちにやめさせるため臨時国会中も国会に押し寄せよう」と訴えました。日

弁連憲法問題対策本部の上柳敏郎事務局長が駆けつけ連帯のあいさつ、「尊い命の犠牲のもとにできた憲法を

守らなければならない。法律家の立場から運動をすすめる」と述べました。日本共産党から田村智子参議院

議員があいさつしました。各団体のリレートークでは、全労連、中央社保協、東京憲法会議、安保破棄実行

委員会、消費税をなくす会、福井民医連、国民救援会、自治労連、農民連の代表が発言しました。 

 

首相官邸前 夜の首相官邸前行動には 700人が参加し、「戦争する国ぜったい反対！」「安倍はやめろ！」「暴

走やめろ！」などシュプレヒコールをあげ、安倍政権の退陣を求めました。 

 

 


